相互依存の日韓関係【1】
安岡正篤と韓国との関係 eq \o\ac(○,上)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
安岡正篤といえば、戦後日本を導いた人物として知る人は知る偉大な人物なのである。「歴代首相のご意見番」、「政財界の指南役」として政財界に強い影響力を持つ人物であった。日本の政治だけでなく、韓国問題に深く関わり、多大な貢献をしたにも拘わらず、安岡正篤と韓国との関係についてはそれほど知られていない。安岡正篤が日韓国交正常化、浦項綜合製鉄の建設、それから日本における退渓学研究の普及などに大きな役割をしたことを知っている人は意外に少ない。朴正熙政権の近代化の最重点事業であった浦項綜合製鉄の建設は安岡正篤の協力がなければ不可能であったと言っても過言ではない。

ところで、安岡正篤はどういう人物なのか。東京帝国大学で政治学を学ぶが、特に東洋思想に興味をもち、大学卒業記念に刊行した「陽明学研究」は反響を呼び、新進気鋭の陽明学者として注目された。大学教授でもなければ、大臣職を務めたわけでもない。官職としては戦時中大東亜省顧問を一時務めただけであった。安岡は終戦直後、戦後処理内閣として誕生した東久邇稔彦内閣の文部大臣に懇請されたが、現実の政治に関わって泥塗れになるのはごめんだと断った。1937年2月の林銑十郎内閣の時も文部大臣の話があったが、断ったといわれている。安岡は在野の一学者として生涯を通している。

それにしても、年上の吉田茂首相が「老師」と呼び、池田勇人、岸信介、佐藤栄作、福田赳夫、大平正芳、中曽根康弘ら歴代首相が重要な演説の推敲を頼み、特に、佐藤栄作首相は施政方針演説、所信表明演説など重要な演説は必ず安岡に目を通してもらっていた。多くの政治指導者が安岡の教えに耳を傾け、そして財界人の多くが彼の周りに集まっていたのはなぜであろうか。安岡の教えの源泉は「東洋思想」、中でも「陽明学」にあった。安岡は東洋思想をもとに、指導者のあり方、人間としての生き方を説き続けた思想家であった。その教えに感銘を受けた人が大勢いたことは事実であり、彼の没後（1983年）四半世紀を経て、今なお経営者やビジネスマンの注目を集めている。
安岡は1927年に東京・小石川に金鶏学院を創立し、1930年には埼玉県嵐山に農村青年の人間教育を目的とした日本農士学校を開設した。設立に協力したのは、三井の池田成彬、三菱の船田一雄、安田の結城豊太郎、住友の小倉正恒など大手財閥の主要メンバーであった。安岡は若い時から東洋思想の研究および人材育成に力を注ぎ、傍ら全国各地を廻って東洋思想哲学を講義した。1932年には新官僚グループの国維会を結成し、1949年には財界関係者の集まり「師友会」を結成した。師友会には多くの経済人が参集した。師友会は1954年に全国師友協会に改称され、1957年には関西師友協会が誕生した。安岡の活動の場は全国的な広がりを見せた。安岡を囲む数多くの財界人の集まりができた。日本のトップ経営者たちが帝王学を学ぶために安岡主宰の勉強会に集まった。

安岡正篤は、「終戦の詔書（玉音放送）」の原案修正に参画し、「昭和」及び「平成」の元号の発案者としても知られており、「昭和の碩学」として歴史にその名が刻まれている。

安岡正篤と韓国との出会いは、池田清（北海道長官、警視総監、大阪府知事等を歴任、戦後衆議院議員）が朝鮮総督府警務局長に赴任し、東洋政治哲学界の第1人者として崇拝していた安岡を知事会議や警察部長会議などの特別講師として、1932年6月に京城に招聘したことが始まりであった。戦後、安岡と韓国との関係を橋渡ししたのは池田清の下で事務官をしていた八木信雄（総督府警務局警務課長・同保安課長、全羅南道知事など歴任）である。安岡は知事会議や警察部長会議などで、地方長官の心構えを説いた。
安岡も八木も日本の植民地政策には非人道的であるとして疑問を抱いていた。その贖罪意識から戦後韓国問題に関わることになる。
　朴正熙政権は、日韓国交正常化の早期実現を強く希望し、1961年10月、ソウル大学教授李用熙を特命全権大使として訪日させた。この時、池田勇人首相を始め日本の政財界の要人たちとの会談を斡旋したのは安岡であった。池田首相との会談では、池田首相からワシントンでケネディ大統領に会った時、ケネディ大統領が日韓関係改善は当事国間で自主的に解決すべきであると述べ、朴正熙議長の訪米時、東京に立ち寄って池田首相と会談してから訪米した方が良いのではないかと話したことが伝えられた。
　
日本政府の招請を受け、朴正熙国家再建最高会議議長は同年11月、訪米途中、国賓に準ずる待遇で訪日し、池田首相と会談した。この会談で日韓国交正常化の道筋が作られた。
相互依存の日韓関係【2】
安岡正篤と韓国との関係 eq \o\ac(○,中)
　1960年4月の学生革命は対日関係に転機となった。強硬姿勢一辺倒の李承晩政権に代わって、第二共和国の張勉政権が成立した。民主党政権の国務総理となった張勉は対日関係改善に積極的であった。

張勉総理は関係改善を探るために61年2月、側近を東京に派遣した。派遣されたのは大韓電力社長・柳東璡とカトリック神父・金喆奎であった。二人は米国防総省文官を退任して東京でビジネスをやっていた朴哲彦と元朝鮮総督府高官・八木信雄の案内で安岡正篤を訪ね協力を求めた。安岡の理解と協力によって岸信介前首相との面談が実現された。

挨拶が終ると、岸前首相は「安岡先生がご両人のことをおっしゃっておられました。安岡先生の言葉は強硬でした。『自分は張勉政権を全幅支持する』ですよ」と話した。これを受けて、柳東璡は「安岡先生の言葉は私どもに勇気を与えてくれます。千軍万馬の援軍を得た気分です」「韓日両国間の国交正常化は政治的な面だけでなくて民間レベルの支持なしではできません。そのような観点で張総理が安岡先生に接触したことは賢明な選択です。これ以上、適切なルートはありません」と述べた。

岸は「私も安岡先生と同じ信念と立場です」と答えた。岸の張勉政権に対する支持表明は安岡の意向に沿ったものであった。

朴哲彦は安岡の書簡を携えて、ソウルに行き、張勉総理と面談して書簡を手渡した。安岡への張総理からの返信も届けた。国交正常化に向けて環境づくりが順調に進行していた。61年4月には、自由民主党内に石井光次郎を座長に日韓問題懇談会が発足し、5月６～12日、野田卯一を団長とする自民党国会議員韓国訪問団が訪韓し、張勉総理等韓国要人と会談した。池田勇人首相から託された張総理宛招待の親書が渡された。訪韓団には後に首相になる田中角栄も含まれていた。日本側のこのような動きの背後に安岡の存在があった。野田団長は出発前に安岡を訪ね指導を受けた。しかし、野田訪問団がソウルを離れた4日後に朴正熙陸軍少将らによる軍事クーデターが発生し、状況が振り出しに戻ってしまった。当初のクーデター挙行日は5月12日であったが、動員する軍部隊の都合で16日に延期されたという関係者の証言がある。クーデターが予定通り進行されたならば、自民党訪韓団の滞在中に非常事態となり、訪問団はソウルで足止めになったかもしれない。

朴正熙政権は韓日国交正常化の早期妥結を至上課題とした。経済開発5ヵ年計画の資金源を対日請求権資金で充てるためであった。再び安岡ラインが始動した。李用熙特命全権大使は２週間、東京に滞在しながら、安岡や八木の協力を得て、多くの政財界要人と精力的に会談し、軍事政権の熱意を伝えた。政界では、池田勇人首相、小坂善太郎外相、岸信介前首相、石井光次郎前副首相、藤山愛一郎前外相、佐藤栄作次期首相、財界では、足立正商工会議所会頭、植木甲子郎経団連会長など、錚々たるメンバーであった。これで地鳴らしができたとはいえ、進展は見られなかった。

第3共和国第5代大統領に就任した朴正熙は、国交正常化を本格的に推進するために、最も信頼している朴泰俊を大統領特使に任命した。正式外交ルートとは別に日本の各界の指導者たちと自由に接触するための任務であった。

64年1月、東京に到着した朴泰俊は朴哲彦の案内で東京文京区白山の安岡邸を訪問した。

「朴社長いらっしゃい。遠方より来る友に会うような気分です」

安岡は「朋遠方より来る、また楽しからずや」という古句が混じった言葉で、初対面の朴泰俊をよそよそしさもなく迎えた。

「両国の国交正常化のための過程で多くのご配慮を受けました。もっと早く訪ねるべきでした。恐縮この上ありません」

安岡と朴泰俊の間で話が弾んだ。話題が広範囲に及び、予定の時間をはるかに超えるような意義のある出会いであった。

「沈着重厚な人物です。あたかも大きい岩に接するような重みがありました」

面談が終った後に、安岡が同席した八木と朴哲彦に話した言葉である。朴泰俊と安岡のこの時の邂逅が浦項製鉄建設を解決する重大な契機となった。

朴泰俊は10ヶ月間、日本各地を巡回しながら、新生日本の発展振りを目の辺りにし、各界各層の指導者に国交正常化の必要性を訴えた。

65年6月22日、遂に日韓基本条約が調印された。

相互依存の日韓関係【3】
安岡正篤と韓国との関係 eq \o\ac(○,下)
　朴正熙政権の最重点政策は重化学工業であり、なかでも総合製鉄の建設は喫緊の課題であった。資本も技術も経験もない韓国が一貫製鉄工場を建設することは無理な話と思われた。まず資金調達が課題であった。66年12月、外資調達のために欧米諸国の鉄鋼企業を対象にKISA（対韓国際製鉄借款団）が発足されたが、結局、KISAは経済性がないとして財政協力には否定的であった。また、世界銀行も韓国経済の償還能力に疑問視した。

　
朴正熙大統領は総合製鉄の建設を信任が厚い朴泰俊に託した。朴泰俊は欧米諸国からの協力を得られないならば、日本に要請するしかないと考えた。新しいアイデアが浮かび上がった。韓日国交正常化に伴って、日本からの請求権資金のうち未使用分を総合製鉄建設に流用するというアイデアであった。しかし、請求権資金の用途については両国間で既に合意されており、簡単に転換できる問題ではなかった。

　
朴哲彦が朴泰俊の意向を受けて、八木信雄と共に安岡を訪れた。韓国政府が一貫総合製鉄の建設になぜ熱心なのかについて説明した。安岡の理解と協力を引き出すのに時間はかからなかった。安岡は即座で対応した。

「電話をしておくから、ご両人は稲山氏にあってみなさい。彼の理解が先決条件であるようだから」

　
朴哲彦と八木は数日後八幡製鉄社長稲山嘉寛を訪ねた。

　
「安岡先生から話を聞いています。色々なルートを通じ、韓国側の接触の試みがありました。純粋に実務的に見る場合、いま日本が韓国に製鉄所建設のための技術と資金を提供するということは不当千万な話です。100%不合理な話です。ところが安岡先生の意見は違います。高い次元での国益を考えて、さらに上の次元で両国の将来を考えます。私たち実業家たちは先生の意向を無視できないのです。そのような理由から、今日お二人の話を聞くことにしました」

「安岡先生の意向は強硬です。正しい話です。国の将来を誤らせないためにも、先生の意見は尊重されなければなりません。八木さん、安岡先生に伝えてください。韓国側で製鉄建設のマスタープランが作成され、私たちの方に渡れば、私どもは前向きに検討するでしょう。政府によって資金計画に対する肯定的な政策が明言されたら、日本の鉄鋼業界でも技術移転に関する問題が論議されるでしょう」

　稲山の肯定的な意見を朴哲彦は朴泰俊に伝えた。

　69年2月、朴泰俊は東京に飛び、朴哲彦と八木信雄の案内で安岡正篤を訪れた。朴泰俊は韓国が総合製鉄を必要とする事情を説明した。そして対日請求権資金の転用は韓国国内の合意も必要であるが、資金提供者の日本政府の同意が必要である。そのためには、日本の鉄鋼業界による韓国の総合製鉄建設の重要性に対する理解と全面的な協力が必要であると説明した。朴泰俊の話を真剣に聞いていた安岡は、その場で日本鉄鋼連盟会長・八幡製鉄社長稲山嘉寛に電話をかけてくれた。

　
「いま私の事務所に韓国浦項製鉄の朴泰俊社長が来ておられます。彼には貴方のアドバイスと支援が必要です。日韓両国に利益になる良い構想を持っておられますので、可能であれば、朴社長の構想が実現される方策を考えて見てください」

　朴泰俊は早速八幡製鉄本社に赴き、稲山社長に会った。安岡の紹介は重みがあった。稲山は朴泰俊の話を黙って聞いた後、自分の率直な意見を述べた。

　「中途で放棄せざるを得ない危機にさらされたプロジェクトを生かせる良い構想をお持ちしましたね。複雑な国際コンソーシアムを結成されなかったことがかえってよかったかもしれません。仮に建設資金が確保されたとしても、思考、技術、管理方式など異なる人々が一緒に製鉄所を設立するということは非常に困難であり、複雑な問題です」
　朴泰俊は稲山の肯定的な反応に勇気付けられ、日本の技術支援は可能かと訊ねた。
　「技術協力は高度な政治的問題です。私の考えでは、韓国の製鉄所が日本の設備、機資材、技術等によって設立されれば、両国にとって大きな利益になります。地理的に近いだけでなく文化的にも共通点が多いため意思疎通の問題点もそれだけ減少します」
　69年8月開催の韓日閣僚会議で、請求権資金の転用問題が議題に上ると、安岡は、鉄鋼大手の首脳および日本鉄鋼連盟に協力を要請し、佐藤栄作首相の了解も取り付けた。閣僚会議で請求権資金の転用が承認され、浦項製鉄建設問題は解決された。
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